
国分 ：風 錦 に つ い て 3

漬が要求 される 0

発づ風蝕に関係す る条件 として加わ る ものほ地表 面の

粗さ（roug b n ess） と作物残 留物 （crop residue）であ

る18）。 これ らi・ま測 定 又ほ 推 定す る こ とが 出来 る 。又 勿 論

他の要素例えば地形 ，家産その他 の遮蔽物 な どが あ る

が，それ らは適 確に測定す る方 法は ない。

5 ． あ と が き

風蝕の問題は現 象 としては物理的問題で あるが ，その

原因及び防止対策 につ いて追求 して行 くにほ物理並 びに

化学の両面 あるいはそ の接触 点 とも云 うべ き相互関係に

っいて頂扱 う必要が ある。当然膠質学 の応 援 もえなけれ

ばな らな い 0

したがつてそ の関係す る分 野 も広 く，多角的に研究 が

進め られ て は じめ て 成果 を得 る こ とが 出 来 る ので は な か

ろ うか。

又究 匝の 目的は農業であ る限 り生産力 の増大 にある。

すなわ ち耐蝕性を増大す る土壌 改 良の方 向が 生産 力の増

儀と一致す る必要 が ある。その点膠質物 の質 的転換 の方

向が欝土質土壌 よ り珪 酸質へ とい う点で一致 点が見 出 さ

れて い る。
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水 性 に つ い て

・ 佐 藤 雄 央＊

つ て測定を行つ ている。 この装置は 5 個 の土壌試料を 同

時に測定で きる規模で ，木製 の支持台 ，ブ リキ製水槽 ，

ガ ラ ス 曲管 の サ イ フォ ン，試 料 円筒 を 支 え る と共 に通 過

した水 を捕集す るた めの プフナー ロー ト，お よび滴下 す

る鯵透水量 を計測す るための メスシ リンダーな どの 5 部

分か ら成 つてい る。

土壌 試料の入つた円筒を ブフナーロー トの底板 まで静

かに挿入 し， ロT トを支持台 にのせ る。試料 円筒の上に

別の空 の円筒 を重ね両 円筒 の境界 を ビニール テープで巻

き， さ らに テ ー プ の継 ぎ 目は パ ラ フィ ンで封 じて この 部
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土壌 の 物 理 性 第 3 号 （1960）

分か らの漏水を防止する。 次に円筒 内土壌 の上 に若干量

の水 を入れ 一 定水位 に保持 されて いる水槽 とサ イウォ

ンで連 結 して円筒 内の水位 を定水位 とす る。水が土壌 柱

第 1 園 透 水係数測定装置

A ：供試土壌 の入つた円筒， B ：空 の円筒， C ：ビ

ニ ー ル テ ー プ ， D こプ フ ナ ー ロ ー ト， E ニ台 ， F ：

水 槽 ， G ：サ イ フ ォ ン ， H ：メ ス シ リ ン ダ ー

を通過 して ロー トの下端か ら滴下 し始 め， この滴下速度

が一定 に達 した後 ，今 までに輔集 した水を棄てて，その

時 よ り時 間 と水量 の計測を行 う。 この際水温 を同時に記

録 し てお く。 こ の よ うに して 得 られ た 計 測値 よ り次 の 式

2，3）を用 いて 200C 基準で透 水係 数を算出す る。

Pニ撒
ここでP ：透水係数 （Cm ／d ay ），Q ：鯵透水量（cm 3），

L ：土壌柱 の長 さ（Cm ），A ＝土壌柱 の横断面膚 （cm 2），

T ：蓼透 水量がQ に達す るまでに要 した時間 （da y），H ：

水面か ら土壌下端 までの水頭差 （Cm ）， ワ古：測 定時の水

温tOC における水の粘性係数（dy n e・SeC／cm 2），ワ2。：200C

におけ る水 の粘性係数 （dy n e・SeC ／cm 2） で ある。 透水

係数 の単位ほ水 田土壌に対する実用 的見地か ．ら cm ／day

又は m m ／day が便利なので両者 のいずれかを用 いるこ

と をこ し た 。

2） 湛水期間 と落水期間の透水性の比較

湿田以外の水田土壌 は一般 に湛水 と落水 （乾 燥）が連

年交互 に くり返 されている。湛水 と草水の交代 は土壌 の

物理 性に大 きな影響を与 えるので ，水 田土壌 の透水性 も．

湛水期 間 と落水期 間 とでほ，かな りの変化が あることが二

予想 された。両期 間におけ る透 水性 の 変異 の 度 合 を知

り，透水係数測定 の時期 を決定 す るために，竜 田地帯 の′

水田か ら落水期間 （ 3 日） と湛水期 間 （ 9 日） に同一水

田，同一 層位の試料を採集 して透水係数 の測 定を行い，

これ を第 1表 に示 した。採集 した層位は いずれ も鋤床 放

下の層で あつた が，落水期 間の値ほ湛水期間 の値 の数1賢

から 100 倍 以 上 となつ てい る。 この差遣の大 きさの程度二

は粘土含量の多 い乾燥収縮 の大 きな土壌 程大 きい傾 如 こ

あり，湛水期間 中に測定 され た係数 の値 の大 きさの順放

と，落水期間中に測定 され た値 の順 位の問 にほ何等の栂

第 1 表 同 一 土 壌 に お け る湛 水 期 と落

水 期 の透 水係数 m m ／da y

土 名壌

長田
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松尾・ 佐藤 ：水 田土壌 の透 水性 につ いて

測定を行 うと共に，同試験区 内に無庶 箱お よび有底箱を

設置し， この中に水稲 を栽培 して 1／10 傾斜 の 目盛つ きガ

ラス管 1）を 用 い て ，1 日毎 の減 水 量 を読 み取 る こ とに よつ

て減水深お よび葉・水面蒸発量 を観測 し，両 者 の差か ら

土壌中への鯵適 量を算 出した。透水係 数の測 定は， この

水 田の各層位の中で最 も透水不良な作土層か ら数点ずつ

撰硬 した試料につ いて行 つて これを平均 し， 日惨適量ほ

7 月 中 旬か ら 1 ケ 月 にわ たつ て 毎 日計 測 して 10 日間 毎 の

平均値を第 2 表にかかげ た。備 この水 田の地 下水位はそ

の当時 15cm 程度土壌 表面 よ り下で ，潅排水溝 の水位の

変化に よ り多少上下 した ようで あつた。又 同様 な実験を

八代砂土について も行つたが， この場合は地 区内の透水

隣数の平均は 191・6m m ／d ay で あつた のに対 して， 日惨

透見は －0・5m m ／d ay で あ り，湧 出量 が渉透量 を上廻 る

結果 となつた。筒 この水田の地 下水位は地表面 よ りやや

上で あつた 。

以上 のよ うに透水係数 と日参透量 の関係は地下水位が

極端に高い場合には不明 瞭で あるが ，地 下水位の影響が

渉透＿追に強 く反映 しない範囲の場合にほ ，透 水係数の値

と 日惨 適 量 の値 が か な りよ く一 致 す る こ とを認 め た 。

Z． 現地土壌の透水性

現地水田の透 水性の実 態を把握す るた めに， 195 6年 の

湛水胤 間［巨（ 9 日）に数 多 くの水田の現地調査 を行 い，

暦位別な らびに土性別に検 討を加えた。又同一水 田土壌

について透水性 の時期的変化につ いて も調査 した。

1） 採土 L た土壌の層位 とそ の意義

水田土壌 の物理的性質は層位に よつ て土性 ，構造，組

織その他が同一で ない場合が多 い。 この よ うな諸性質の

銘g
－A ほg

A ほg
1 2

B g 口

第2 図 試料 の採取位置

遠 いは透水性 の面 に も影 響 している ことが 予想 され ，又

各層位の中で最 も低 い透水性 を もつ層位がそ の水 田の透

水 性 を 支 配 し代 表 す る も の と考 え られ る。 こ の よ うな 層

位ほ，水田土壌 でほ経験的に鋤床附近に介在 してい ると

理解 されているので，本調査にお いてほ鋤床を中心 とし

た 3 っの層位 を第 2 図の よ うに区分 して 3 種の試料 を採

取す るこ とに した 。 これ ら 3 種の試料 の透 水係数を相互

に比校す ることに よつ て，各 層位の透水 係数 の近似値 を

推 定 す る こ とが で き る。 た とえば 第 3 表 の長 田 L F S の

場合，試料 A p g － A 12g の方が試料 A 12g － B g に くらべ

て透 水係数 が低 くなつてい るが， この事実は試料A p g －

A 12g の作土部分 が示す透 水性に よつて この試料全体 の

透水 性 が支 配 され モ い る と考 え る こ とが 可 能 で あ り， こ

の試料が表わす透水係数 は作土 層のそれに近 い値で ある

とみなす ことが 出来 る。 同様に試 料 A 12g － B g の透水 係

数の値が試料 B g のそれ よ り低い時には， この値 ほ鋤床

層の透水係数 に近 い値 とみ なす ことが出来 る。

2 ） 透水係数 の層位別変化について

透水係数 の値 を各水 田について層 位毎 に比較 してみ る

と，大部分 の水 田が層 位の変化に よつて非 常に達つた値

を示 してい る。採集 した 3 層 部の中で最 も透水不良な層

第 3 表 現地土 壌の透 水係数，孔 隙率， 和土合量

土壌 名 】層 位

長田 L F S

央部 F S L

溝口
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位のあ り方は ，各地 点の土壌 条件 に よつて一様ではなか

つた。

第 3 表 にほ乾 田地帯 の水田の透水係数が示 されている

が，乾 田地帯 の水田においては，作土層が下 層土 よりも

透水不 良 となつ ている。乾田地帯 は落水期 間中に土壌が

良く乾燥 して相当な探 さまで亀裂が入 り， この亀裂が新

しい水の通路 を形成す る。 この事 実ほ前述 した落水期間

と湛 水期 間の透 水性の比較に よつ て 明らかで ある。 しか

し作土層ほ田植 前の糾 うん あるいは代か き，その他 の作

業に よつ て，落水期間中に生成 した亀裂や大孔隙は極端

な破壊を うけて無横道 に近い状態 とな り， この層位 の透

水性 は著 し く減退する ものと考え られ る。

第 4 表 現地土壌の透 水係数，孔隙率，郷土食量

土壌 名
i ¶竺 位書郡 軒 賢率弓窟位 妄

八代 S 塩於 G 喜三≡塁二喜l

≡G ■

昭和S L 堤慧 浅㌔ 書 1…：喜

」

l

文政 S L

千T C L

B G
；A p g －A 12G
∃A 12G －B G
由G

酔

8 ．8

3 ．4
0 ．9

2 23 ．8

7
0
7

0
0
2ハリl

g

坤宝‥芋3 ．1
宝喜二… 塩 ≡邑 冨：≡

693

8
3
9

2
3
1

5
4・
4

1
6
9

6
3
3

5
4
4

B G  B ． 1

Apg紆

g
g
Ap
鮎
Bg

11・
4
11・
7
8・
7
㌫
24・
1
31・
1

ぎA p g －A 12g
木佐木SiC L ∃A 12g －B m

ミB m －D g

喜；喜 ！

6 2．8
5 5．7

6 3．8

A p g 3 臥 O

A 12g 3 6．6

B m 4 3．9

第 4 表は湿 田お よび湿 田類似 の水 田の透水係数 と孔除

率を示 してい る。 この うち千 T C L と木佐木 S iC L は 乾

田地帯に属す るが，冬期問 も湛水 して 〝い草〝を栽培 し

てい る水田で あつ て，冬 の期間にお ける乾燥が進行 しな

い点で，垣田 と類似 して いるので特に区別 して第 4 表 に

示した。湿田的土壌の透水性に関す る層位別変化は，乾

田土壌 と比較 す ると非常に大 きな差違が認め られ る。八

代S を除 く他の 4 水田では透水性最低 の層位が，作土 層

よ り下 部の層 に存在す る。 この うち昭和，文政，千 丁の

3 土壌は，鋤床が最低の透水係数を示 した。これ ら 3土壌

の鋤 床ほ鮭織 が掛 こち密で孔隙率 も低 く，構造の発達 も

微弱で あつ た。木佐木 S iC I一は前 記 3 土壌 と違つて，孔

隙率ほ高いが 無構造で粘土含量が高 く亀裂や大孔 隙に乏

しい ことが透 水不良の原 因をなす もの と思わ れる。八代

S では下層土 の方が作土 層 よ り高い透水係数 を示 して い

るが，下層土 の透水良好 な原因は第 3 表の乾 田土壌の場

合とは 質的な差違 が ある ようで ある。八代 S での下 層土

には乾 田の場合 の よ うな構造 の発達は認 め られず ， この

場合 は機械 的組成 の差 によるもので あつ て，下 層土 程粘

土な どの微 細粒子 に欠乏 していた。

3 ） 機械 的組成 との関係

透水 性 と機械 的組 成 （粘土含 量以外は 省略）の間 の関

係は，従来 常識的に考え られ てい るよ うな単純 な もので

はな く，機 械的組成 がほぼ 同一 で も構造 や担織 が変 ると

顕著 な差を示 していた。 この事 は前項で 述べ た透 水性 の

層位別 変化 で も理 解 され る ことで あ り， 同一水 田の 3 屏

位の機械 的組成 がほぼ類似 してい る場合 で も，各 層位 の

構造 や組織 に差 が あれば透水係 数 の値ほ著 しく異つた も．

のとな つ て くる。

成 立の条件がほぼ同様 である と考え られ る作土層 の透

水性は粒度 分布 と．密 接な関係 が あ り，粘土含 量に富む土

壌程透 水係 数の値 が低 くなる，換言すれ ば，水 田作土 の

よ うに代か きその他の水 中作業 に よつ て構 造が著 し く破

壊され 無構 造に近 い土壌 の場合 にほ，粘 土含量の高 い土

壌程概 して透水不 良である と推定す るこ とが出来 る。

しか しなが ら，調 査 した土壌 の中には 粘土 が極め て低

い砂質土壌 であ りなが ら，透水 性が極め て低 い土壌 も存

在していた 。昭和 S L ，文政 S L の A 12G 、層 の場合 が こ

れで あつ て，両土壌 共構造 の発 達が微 弱で亀裂 の生 成 も

なく組織 もち密で あつた。 この よ うに砂質土壌 で透 水不

良に なる機構 につ いては後述す る。

4） 同一水 田の層位別，時期 別変化 につ いて

羽犬塚 C L につ いて1956年の水稲栽培 期間 中，生 育各

期にわたつ て層位毎に区分 して土壌試料 を採集 し， その・

透水係数を測定 し，その結果を第 5表 に示 した。

透水係数 の値を層位別に比較す る と，各期共作土 層を

含んだ A p g お よび A p g －A 12g の試料 が最低 の値 を示

し， 8 月 22 日 （中干直後）を除けば個体 間の変異は概 し

て少なかつた。 A 12g －B g の試料ほ低 い値 を示す ものか

ら非常に高 い値を示す もの まで あ り，個 体間の変異 も著

しい。 B g 層 の試料 はいずれ も高 い値で 個体問変異 も大

きかつた。 この水 田の鋤床以下 には直径 1 cm 内外 の虫

の穴が随所に深 く質入 してお り，又柱構 造の発達が 顕著

で亀裂が多い。 これ らの事 が下層土 の状 水係数を高 くし

た原因であ ると共に，採取位 置に よる変 動を大 き くした

理由 で ある 。

透 水係数の時期的変化は，作土層につ いてはかな り明

瞭で あつたが下層土では判然 と しなかつ た。作土部分 を

含む A p g ， A p g －A 12g 試料 の透水係数 は，湛 水 して 之

週間後か ら中干前 までは大 きな変化を示 さず，中干直後

に著 し く高 い値 と な り， そ の 後 は 次 第 に 低 い値 とな り
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第5 表 透水係数の層位別，時期別変 化

m m ／day

月
日層位 透 水 係 数 】月 日 j 層 位 透 水 係 数

1 1

7 3 0 良

・
4
2
6
5
1
3
3
5
8

3
5
3
6
4
2
4
4
1

7
7
1

1

g

g

A

 

B

一

一

g

g

g

p

〝

p

〝
‖
〝

γ

斗

．り
Bg

A
 
A

A p g 4．2
γ 1 0 ． 6

A p g －A 】2g 5．3

ナ．．r

（
X
U

甲

虫
2 2 A p g －A 12g 3 ．9

〝 1 5 ． 9

三A 12g －B g 3 5 ．1

〝 1 8 ．0

9 25 －A p g 6 ．0
〝 8 ．4

1 A p g －A l娼 2・2
〝 2 ． 3

A 12g －B g 624 ．1
〝 8 ． 9

B g 2795－5

〝 4 ．9 、 1 0 1 6

A l娼－B g 189・9

8 22 A p g 1335．2
7 6 ．4

〝 7 0 ． 1

A pg
A p g－A 12g
〝

A 12g －B g

8
1
9
2
3

1
1⊥
2
2
1
6
1

水前には景 も低い値 となつ た。中干に よつて透水係数が

高くなるのは，乾燥に よつて土壌 が収縮 して 亀裂が生成

し，水の通路が新 し く出来たためで ある。鋤床 以下 の下

層土では試料 の採塀位置に よる透水係数 の変 異が著 しい

ために．通水 係数の値を時期的に比較す る ことは困難で

あつた。 3 層位の中で作土層が最低 の透水性 を示す こと

から， この水田各層 を通 じての時期別変 化は，作土層の

透水性 の時 期別 変 化 に よつ て支 配 され る こ とに な る。

三． 砂質土 壌における透水性 の検 討

現地調査に よつて砂安土壌 の中に も極めて透水不 良な

壌が存在す ることを認めたので，人工的に砂質土壌を

砂質土壌 における透 水性の変化につ いて検討

した。

1） 実験方法

粒径の異 なる砂土 あるいは壌 質砂土 を海岸 や川畔 か ら

1 0檻筋役採菜 し，これ らの材料 を適宜組合 せて粒 虔分布

の状態を異にす る砂質土壌を多数合成 した。合成 す る際

に留意 L た点は粘土 含量 を一定 に して，粒度分布曲線の

ピークの位 置お よびその位置におけ る粒子の量を規則的

こと で あ る 。

合成土壌 に水を滞 し， 300 C で 3、日間放置 して粘 土の

促した後，土壌 を鏡拝 して泥状 にす る。泥 状の土

水性測定円筒 に移 し，余剰 の水が排 除 されて土壌

に沈下す るのを待ち，沈 下 して生 じた空所には再

土壌を入れる。 これ らの・操作を行 う時，空気を排

こ と と土 壌 の 分 叔 を 防 く・、こ とに 注 意 した 。 か く し

内土壌 の透水係数を前述の方法で測定す る。透水

定後の土壌につ いて容積重 を測 り，孔隙率を算 出

した 。

2） 牡鹿分布 の変 化と透水性

上記 の実験に よつ て得 られた透水係数 と孔隙率 の値を

第6 表に示 した。 この表 にかかげた土壌を粘土含最 粒

度分布 曲線の ピークの位置 ，その位置に おけ る粒子量 の

3 者に よつ て分摂 し，同一 系列 の土壌群毎に粒度分布 曲

線を作図 し，それ ぞれ の土壌 の透水 係数 と孔陳率 を同図

の下に併記 した 。

第 6 表 合 成土壌 の透 水係数 と孔 隙率

土壌名 慧笠原霊 孔翳率 f 土壌名 慧空席霊

1 A －C
d
e
f

l B －C
I C －C

2 A －C
d
e

2 B －C
2 C －C
2 D －C

1D C d
▲e C 
C d e
 f C 
d

一

一

一

l

A

 

B

C

 

D

8 2．1 3 9 ．6
5 9．7 3 8 ．0

1 2 5 ．1 3 8 ．2

8 5 5 ．4 4 0 ．4
8 3 ．4 4 1．4

2 1 6 ．8 4 4 ．3

9
7
8
2
4
qU

3
3
3
4
4
4

8
5
2
007
4

5
4・
4
3
2
0

1
1
3
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1
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0

5

6

5

6

5

〇

．4

4
4
3
4
4
4
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5
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5・
4
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4
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2

2

5

5

・
4

0

∩
凸

8

4

8

0
4
2
8
5
1

7
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6
5
2
9
1
9
1
3
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C
d

4 B －C
d
e

4 C －b
C
d
e

4

5

5

5

5

f

D －C

3
4
0
0
9
6
9
2
6
4
6
2

2
1
2
3
2
2
8
4
3
3
2
6
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％

一一
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一
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1
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5
5
3
1
3
6
0
3
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1
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4

1

1

3

ハ
リ

3

7

6

0
0

1
0
8
2
0
1
2
2
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1
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5
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1
1
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一

一

〟

一

A
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C

廿

土壌名 の記号 の意 味 ： 1 ， 2 ， 3 ， 4 ， 5 は郷土食

量が 3 ， 5 ， 7．5， 10 ，15％ ． A ， B ， C ， D は

糖 度 分布 路線 の ピー クの 粒径 が0・56 2，0・3 1 6，仇 17 8，

0 ．1 m m ． a ， b ， C ， d ， e ， f ほ ピ ー ク に お け

る粒 子量 が1 1， 15 ，2 0， 25，30 ，3 5％

始 めに粘土含量 と粒度分布曲線の ピークの位 置が一定

で， ピー クの高 さを変えた場合について検討す る。第 3

囲は粘 土量が 7 ．5％ で曲線の ピー クの位 置が O t562 m m

になる 4 種の土壌 に関 して粒度分布曲線 と透 水係数お よ

び孔 隙率を比較 した囲で ある。 この囲は，曲線の ピーク

の高 さすなわち 同一直径 の粒子量が高 くな るに従つて，

透水係数は次環 に低 くな り，粒子量が或限界 （この場合

は25％ ） を越 える と，透水係数の値 は逆に高 くなる こと

を示 している。孔隙率の変化 も透水係数 と同様 な経過を

たどる よ うで あ る。 粘 土 量 が 同 じ 7t5 ％ で ピー クの 位置

を0．178m m に 移動 させた場合 も類似 した傾 向をみ るこ

とがで きる。 さ らに粘土 含量 を 10％ ， 15％ と増加 し，又

は5 ％， 3 ％ と減 少させたいずれ の場合 も，第 3 図と同
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様 な傾 向を示 した。

次に粘土含量 と ピークの高 さが一定で， ピー クの位置

を変化 させた場合を第 4 図で検討す る0 第 4 図ほ粘土が

5 ％ で 曲線の ピークの高 さが一定で， ピークの位置が異

な る4 種 の土壌 について，粒度分 布曲線 と透水係 数，孔

隙 率 を比 佼 した もので あ る 。 この図 に よ る と， 粘 土 含 量

と ピ ー ク にお け る粒 子 量 が 同一 で あ つ て も， 曲線 の ピー

クの位置が粒径 の大 きな方向に偏 るに従つ て，透水係数

と孔 隙率 ほ次第 に低 くなる債 向を見 ることが出来 る。粘

土含量を15％ まで順次に増 加 させた琴 合 も3 ％ た減 少 し

た場 合 も全 く同様であつ た。

さ らに 曲線 の どー クの 位 置 と高 さを 一 定 に して ， 粘 土

合量を変化 させた場合は第 5 図であつ て，粘土が 少な く

なれ ば透水性ほ融 るが ，孔隙ほ逆に減少す ることを示

している0 しか し粒度分布 の状態如何に よつ ては，粘土
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含量 の低 い土壌 が粘土 含量 の高い土壌 よ りも透水不 良に

なる場合 もある。例 えば粘土 5 ％の 2 A －C ， 2 A －d 土壌

は粘土 10％ の4C －b ，4D －C 土壌 よ りも透水係数の値 が低
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くなつ て い る。

前章で，粘土含量に乏 しい砂質土壌で あ りなが ら，極

めて透水不 良な土壌 が実在 した ことを述べたが・ この事

襲ほ上記実験に よつて説明 し得 る0 す なわ ち前章 の供試

土壌 の中か ら透 水不良な土壌 として昭和 S L A 12G ，透水

可良な土壌 として長田 L F S A pg を選んで粒 度分 布 曲線

を図示 （九州農試乗報第 5 巻・ 274 貢め F ig・ 3 中の土

壌番 号に誤 りが あ り， 1 を 3 に 3 を 1 に訂正 する） した

のが第 6 図で
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・
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第 6 囲

1 長 田 L F S  A p g 2 7 ． 5 m m ／ d a y

2 昭 和 S L  A 1 2 G 2 ． 7 〝

ある。前 者 の

透水係数 が低

いのは合成土

壌に よる本実

験結果 と同様

に，粒度分布

曲線 の ピ ー ク

が粒径の大 き

な方に偏 り，

ピ ー クの 高 さ

も高 い こ とに

よ る ので あ ろ

う。

粘土含量が

一定 の 条 件

で，粒径 の大

きな砂が 或限

界まで多 くな るに従つて，透水係数が低 くな る詳細な理

由は省略す るが，大孔隙を少 な くす る方 向に粒子の配列

がな され る た め で あ ろ う。

この試験の応用面 としては，水 田の漏水防止 あるいは

透水促進を 目的とした客土 を行 う場合 などに客土材料選

定に 当 つ て 有 力 な 目安 と して活 用 し得 る こ とな どが 考 え

られ よ う。
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水田 の 減 水 深， 浸 透 量

山 崎 不 二 夫 串

1． 水 田の減水深

水 田にタソ水 した水 は，イ ネの板 の吸水 ，水面蒸発，

土中へ の浸 透 に よつ て 次 第 に タ ン水 深 を 減 少 してゆ く0

この水 深 の減 少 を 減 水 深 と よび ， 「 この水 田 は 日減 水 深

何m m 」 とい うよ うに，水 田の用水量 をあ らわす一つ の

方法 と して 用 いて い る。

イネの板の吸水量＊＊は， イネが生育す るために生理的

に必要な水量で，その値ほ イネの品種や生 育段階に よつ

てちがい，また気象条件や土壌条件 に よつ て も 変 化 す

＊東京大学農学 部 昭和 3 5年 7 月 27 日受 理

＊＊棍 の吸 水 量 と葉 面蒸 発 量 とほ 大 差 ない の で ， 菓 面 蒸 発

量 を減 水 深 の 構 成 要 素 とす る場 合 が多 い 。
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